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　リトミック教室で、７月３日（水）に七夕、10月 30日（水）
にハロウィンを行いました。七夕では、折り紙などで飾りを
作り、短冊に願い事を書いて笹に飾りました。ハロウィンで

は、それぞれが仮装してお
菓子入れのカバンを作りま
した。12月はクリスマスベ
ルの演奏やサンタさんから
のプレゼントも用意してい
ます。
　リトミック教室では、随
時受講者を募集していま
す。詳しくは、坂城町公民
館（文化センター内）82-
2069 へお問い合わせくだ
さい。

第52回  坂城町文化祭開催
～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　10 月 26 日（土）、27 日（日）、の 2日間、坂城町文化センターと坂城町体育館、文化の館の 3会場で、
第 52回坂城町文化祭を開催しました。
　書道、盆栽、生け花、絵画、レカンフラワー、写真、陶芸、俳句、短歌、詩など様々な分野の芸術作品が
展示されました。今年は、町内３保育園と坂城幼稚園の園児による作品や坂城町国際交流協会による、ポー
ランドの子どもたちの絵画の展示とウクライナへの支援金の募金箱の設置を行いました。
　芸能公演に参加された 21団体の皆さんは、日頃の練習の成果を発揮され、素晴らしいステージを披露し
ていただきました。
　文化の館で開催されたお茶席は、初日は裏千家、2日目は表千家により行われ、茶事を楽しみにしていた
方や、作品展示、芸能公演に参加された方が文化の館を訪れ、美味しいお茶とお菓子のおもてなしに、普段
とは違うひと時を過ごしていました。
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催
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０
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史
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史
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坂城町国際交流協会

三藤会（三味線）

 お茶席

リトミック教室♪公民館行事より
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割
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こ
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こ
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。
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ー
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ム
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